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新
年
あ
け
ま
し
て

　

   

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
当
組
合
の
運
営
及
び
事
業
活
動
に
対
し
、
格

別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い　

ま
し
た
。

　
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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０
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご

協
力
と
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
役
職
員
一
同
、
農
家
組
合
員
の
皆
様
、
利
用
者
の
皆
様
の
営

農
と
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け
懸
命
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

中
川
一
範
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さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
に
端
を

発
し
た
資
材
高
騰
が
農
家
経
営
を
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
し
、
今
後
も
継

続
す
る
可
能
性
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
農
家

経
営
へ
の
影
響
を
極
力
軽
減
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
政
に

対
す
る
支
援
要
請
や
、
高
値
販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
で
は
６
月
に
実
施
し
た
総
代
会
に
お
い
て
第
６

次
中
期
経
営
計
画
、
地
域
農
業
戦
略
を
決
議
し
、
現
在
農
家
の
経
営
安
定

に
向
け
た
強
い
産
地
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
や
指
導
体
制
の
整
備
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
安
定
に
向
け
た
新
た
な
店
舗
構
想
と
施
設
整
備
等
の
自
己
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
今
年
は
、
農
家
組
合
員
の
皆
様
と
繋
が
り
を
強
め
る
た
め
の
対
話

強
化
の
一
環
と
し
て
、全
組
合
員
の
お
宅
を
訪
問
す
る
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ａ
を
、
Ｊ
Ａ
職

員
を
、
農
家
組
合
員
の
皆
様
に
良
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
信
頼
で
き
る
、

頼
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
訪
ね
て

き
た
ら
是
非
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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びわ講座、始まる

座学後は
現地圃場での研修

　

生
産
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
な
ど
で
つ
く
る

長
崎
び
わ
産
地
活
性
化
推
進
協
議
会
は
、
産
地
継
続
の

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
始
め
た
「
び
わ
講
座
」
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
実
践
的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
で

び
わ
生
産
に
誘
導
、
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

同
講
座
は
２
０
１
５
年
に
初
め
て
開
講
し
ま
し
た
。

定
年
帰
農
予
定
者
や
び
わ
栽
培
希
望
者
な
ど
年
代
に

問
わ
ず
募
り
、
受
講
者
は
基
礎
知
識
か
ら
実
践
的
な
技

術
指
導
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
終
了
後

に
は
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
農
地
の
世
話
を
す
る

な
ど
、
び
わ
農
家
に
な
る
た
め
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者
は
過
去
び
わ
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
あ
り
、
現
在
び
わ
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
6
名

が
受
講
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
Ｊ
Ａ
茂
木
支
店
で
開
い
た
今
年
1
回

目
の
講
座
で
は
、
び
わ
づ
く
り
の
歴
史
や
栽
培
概
況
、

品
種
、
特
性
、
栽
培
の
基
礎
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
講
義

を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
し
、
病
害
虫
や
農
薬
に
つ
い

て
長
崎
県
県
央
振
興
局
職
員
が
講
師
を
務
め
、
説
明
し

ま
し
た
。

農 報 特 集

　今年度からのびわ講座は現地を中心とし、技
術面の向上を狙います。座学後は長崎びわ部会
の山﨑繁好さんの圃場で実物を見ながら、県央
振興局職員や山﨑さんの解説のほか、実際に作
業を行いました。

　「よし！ハート型に作ろう！」……と、思ったわ
けではなく、気づいたらハート型のみかんが出来て
いたとのこと。可愛いハート型に思わず優しい気持
ちになりました♡

発見！ユニーク農産物
ハート♡みかん
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  みかんについて学ぼう！
　喜々津東小３年生と喜々津小３年生は、学校の授業の
一環として管内の特産品であるみかんについて学習して
います。
　11 月中旬に、それぞれの学校でみかんの収穫と伊木
力選果場の見学を行い、南部営農経済センターの松尾佳
祐営農指導員が主に講師を務め、みかんの収穫の仕方や
選果場内の説明のほか、児童達の質問に一つ一つ丁寧に
答えました。
　また、松尾営農指導員から「農薬は良いものだと思い
ますか？ 悪いものだと思いますか？」と児童達に問い
かけました。
　ほとんどの児童達が「悪いイメージ」を持ってました
が、松尾営農指導員は農薬の安全性についてわかりやす
く説明し、「農薬の悪いイメージを変えてもらいたい」
と話しました。

　こむかえこども園は、勤労感謝の日に合わ
せ、消防署や交番などの地域の職場を見学し、
勤労感謝のプレゼントを贈っています。
　北部営農経済センターにも毎年訪れてお
り、今年も園児達が作った「お仕事頑張って
ください」とメッセージが書かれたプレゼン
トをいただきました。

　11月 25日、こむかえこども園の園児達が北部営農
経済センターにやってきました！

収穫
楽しい♪

すごーい！

喜々津小学校

喜々津東小学校

勤 労 感 謝 の 日
11月23日は……
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長崎のみかんをPR
長崎県知事によるトップセールス

困
窮
者
支
援
に
米
寄
付

女
性
部
×
長
崎
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

早
生
み
か
ん
の
販
売
開
始
に
合
わ
せ
、

11
月
4
日
（
金
）
東
京
都
中
央
卸
売
市
場

大
田
市
場
に
て
大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事
に

よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
石
知
事
は
「
本
日
か
ら
販
売
が
始
ま

り
ま
す
早
生
み
か
ん
に
つ
き
ま
し
て
、
出

荷
量
は
昨
年
に
比
べ
て
少
な
い
予
想
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
生
産
者
の
皆
様
の

懸
命
な
努
力
の
結
果
、
糖
度
が
高
く
、
大

変
美
味
し
い
み
か
ん
に
仕
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
消
費
者
の
皆
様
方
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
日
本
一
美
味
し
い
み
か

ん
を
、
自
信
を
持
っ
て
長
崎
か
ら
お
届
け

　
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
女
性
部
は
、「
長
崎
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
主
催
す
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
・
生
活
急
変
家
庭
や
留
学
生
を
対
象
と
し
た
食
品
の
無
料
提
供
イ
ベ
ン
ト
の

為
、
お
米
60
㌔
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
長
崎
県
女
性
組
織
協
議
会
は
、
地
域
を
編
む
「
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
子

供
を
守
る
「
長
崎
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も

配
布
さ
れ
た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ひ
ま
わ
り
の
播
種
か
ら
満
開
の
ひ
ま
わ
り
へ
と
成
長
さ
せ

る
な
ど
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
の
一
つ
の
事
業
と
し
て
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
を
３
年
前

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
、
東
長
崎
柑
橘

部
会
の
松
本
勇
喜
部
会
長
よ

り
「
こ
の
お
米
を
寄
付
し
て

ほ
し
い
」
と
要
請
を
受
け
、

10
月
29
日
に
東
長
崎
地
区
で

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
２

日
前
に
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

お
米
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

若
松
春
美
女
性
部
長
は
、

「
寄
付
し
た
お
米
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
増
え
た
生
活
急
変
家
庭

の
方
々
な
ど
の
手
助
け
に
な

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う

か
皆
様
方
に
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
長

崎
県
で
は
、
皆
様
方
に
信
頼
し
て
い
た
だ

け
る
産
地
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
者

や
関
係
機
関
と
一
丸
と
な
っ
て
、
一
層
の

品
質
向
上
と
安
定
出
荷
に
力
を
注
い
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と

Ｐ
Ｒ
。
競
売
で
も
手
や
り
が
た
く
さ
ん
挙

が
り
、
盛
況
な
早
生
み
か
ん
販
売
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。

農 報 特 集
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百
鉢
以
上
の
菊
、
集
ま
る

年
金
友
の
会
菊
花
展
開
催

家
畜
の
命
に
感
謝
を

北
部
地
区
畜
魂
慰
霊
祭

Ｌ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
悩
み

女
性
Ｌ
Ａ
の
つ
ど
い
開
催

　

年
金
友
の
会
東
長
崎
支
部
は
11
月
２
日
、
菊
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
長
崎
支
部
の
会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
菊
１
１
２
鉢
が
出
品
さ
れ
、
３
つ
の
花
の

バ
ラ
ン
ス
、
花
の
大
き
さ
・
形
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
菊
の
太
さ
、
葉
の
状
態
な
ど
を
重

視
し
ま
し
た
。
長
崎
市
、
県
央
振
興
局
の
担
当
者
ら
が
厳
正
に
審
査
し
、
か
き
道
地
区
の

山
田
運
三
さ
ん
が
優
等
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
菊
は
ふ
れ
あ
い
市
東
長
崎
店
前
の
特
設
テ
ン
ト
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
30
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
友
の
会
東
長
崎
支
部
の
平
尾
保
美
会
長
は
、「
自
分
自
身
菊
を
作
っ
て
15
年
ほ
ど

経
つ
が
、
思
っ
た
通
り
に
作
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
ど
の
菊
も
丹
精
込
め
て
作
っ
た

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
展
示
会
で
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

大
西
海
地
区
肥
育
牛
部
会
、
繁
殖
牛
部
会
、
養
豚
部
会
、

養
鶏
部
会
は
11
月
24
日
、
西
海
市
西
彼
町
で
合
同
畜
魂
慰

霊
祭
を
開
催
し
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
が
参
列
し
ま

し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
家
畜
に
対
す
る
日
頃
の
感
謝
と
鎮
魂
の
意

を
込
め
る
と
と
も
に
、
畜
産
業
の
更
な
る
発
展
を
祈
願
し
、

慰
霊
碑
の
前
で
神
事
を
執
り
行
い
、
順
に
玉
串
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

中
川
一
範
組
合
長
は
「
多
く
の
命
が
糧
と
な
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
常
に
家
畜
の
御
霊
に
感
謝
し
、

愛
情
を
持
っ
て
家
畜
に
接
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
時
津
支
店
で
「
女
性
Ｌ
Ａ
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
女
性
Ｌ
Ａ
11
名
と
Ｌ
Ａ
ト
レ
ー
ナ
ー
２
名

が
参
加
し
、
Ｌ
Ａ
任
命
時
の
率
直
な
気
持
ち
、
普
段
使
用

し
て
い
る
資
料
や
話
法
、
成
功
・
失
敗
事
例
、
悩
み
な
ど

を
各
Ｌ
Ａ
が
発
表
し
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
レ
ー
ナ
ー
も
、
自
分
の
体
験
を
発
表
し
、「
Ｌ
Ａ
同

士
に
し
か
わ
か
ら
な
い
Ｌ
Ａ
特
有
の
悩
み
や
女
性
同
士
だ

か
ら
こ
そ
相
談
で
き
る
悩
み
を
こ
の
場
で
話
し
て
い
た
だ

い
て
、
今
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
Ｌ
Ａ
達
の
不
安
を
軽
く

し
た
い
」
と
想
い
を
話
し
ま
し
た
。
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秋の収穫祭
直売所や各市町村で収穫祭が開催されました。

（11月末までのイベントを掲載しております）

道の駅
夕陽が丘
そとめ

グリーン
センター

【秋の収穫感謝祭】
11 月 20 日開催。
みかんや野菜の詰め放題で賑わいました。
中には 10 回以上参加する人も……。

【みかん収穫祭】
11 月 19・20 日開催。
1,000 円以上買い物をされた方にみかんのプレゼ
ント。「みかんを箱で買ったけど、プレゼントも
受け取りにきました」と喜んでいただけました。

西彼・大瀬戸支店の
職員もボランティア
スタッフとして参加
しました！

【秋の大収穫祭】
11 月 26・27 日の２日間開催。お米や肉、野菜を
特別価格で販売し、両日共にたくさんの人が訪
れました。

ぎゅぎゅっと！

西海
フェス

ながさき
実り恵みの
感謝祭

大西海ファームが参加。大
西海 SPF 豚や長崎和牛など
の精肉の販売を行いました。

AGRI+ が出店。そして、ス
テージイベントで「みかん
詰め放題」を行いました！

じげもん
長与

8ひなた2023



年金友の会 グラウンドゴルフ大会 開催年金友の会 グラウンドゴルフ大会 開催

9 ひなた2023

　

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
11
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図

り
、
仲
間
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
開

き
今
年
で
16
回
目
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
令
和
元
年
の
開

催
を
最
後
に
中
止
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
大
会
の
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、開
催
し
ま
し
た
。

　

約
２
０
０
名
（
33
チ
ー
ム
）
が
出
場
し
、

１
チ
ー
ム
２
試
合
、
３
コ
ー
ト
で
競
技
が

行
わ
れ
、
団
体
の
部
と
個
人
の
部
で
ス
コ

ア
を
競
い
ま
し
た
。

　

野
本
徹
会
長
は
「
今
大
会
は
、
こ
れ
ま

で
の
会
員
同
士
の
疎
遠
を
解
消
す
る
と
と

も
に
、
年
金
友
の
会
の
組
織
の
絆
を
よ
り

深
め
、
ゆ
と
り
と
活
力
を
養
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

個人の部優勝：渡辺公子さん

団体の部優勝：長与Ａチーム ２位：長与Ｂチーム ３位：平山チーム

【団体の部】
順位 チーム名
1 長与支部：長与A

2 長与支部：長与 B

3 西彼支部：平山

【個人の部】
順位 チーム名 名前
1 長与支部：長与C 渡辺　公子

2 長与支部：長与 B 松田　　祖

3 琴海支部：長浦さわやかクラブ 志田千恵子

令和４年第 16 回年金友の会グラウンドゴルフ大会結果
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【柑橘】
　温州みかんの収穫も終わり中晩柑の収穫も品種によっては始まっていると思いますが、温州みかん同様に果実の取り扱いには
十分注意してください。また、本年産へ向けての生産管理についてはすでに始まっています。基本的な適期管理を行いましょう。

○温州みかん
●樹勢回復
・１月末までに窒素主体の葉面散布剤を最低３回以上行いましょう。
　尿素または果樹用液肥（青）の500倍
・土壌改良剤の施用
柑橘園の土壌pHの適正値は5.5 ～ 6.5とされますが、多くの柑橘園では土壌pHが5.5未満の酸性傾向の園が多くみられます。
土壌pHが適正でないと根からの肥料分の吸収効率が悪くなるので、石灰資材を施用し適正な土壌環境へ整えましょう。
・10aあたりセルカまたは苦土セルカ２号　100 ～ 200kg
・完熟堆肥 1 ～ 2t　または腐植の柱2 ～ 5袋

●収穫後の予措
　予措は、果実に乾燥を与えることで、果実の呼吸を抑えて貯蔵性を向上させることにあります。予措程度はゆっくりと時
間をかけて（１か月以内の短期貯蔵の場合）3 ～ 5%程度の減量を目安に行ってください。（通気の良い場所で行うが、急激
な予措をかけると果皮障害（コハン症）が発生する恐れがあるので注意する）

●貯蔵管理
　温州みかんの貯蔵を行う場合は、貯蔵庫内の温度５度程度で湿度85％が適しています。
　※�貯蔵庫内の温度や湿度が高すぎると腐敗果の発生率が高くなり低すぎるとしなびの原因となりますので、外気温や天候

の変化に注意しながら行ってください。

●病害虫防除
対象病害虫 使用薬剤 その他注意事項

ハダニ　カイガラムシ類 マシン油（95%）�������40倍 ハダニ発生園では、アタックオイル60倍を散布する。

○中晩柑
対象病害虫 使用薬剤 その他注意事項

へた落ち防止 マデックEW��������� 3,000倍 ・収穫予定20 ～ 10日前までに散布。

腐敗防止剤

アビオンE���������� 1,000倍
ロイヤルシリカ�������� 800倍
ベンレート（水）������� 4,000倍
ベフラン（液）�������� 2,000倍

混用順は
①アビオンE　②ロイヤルシリカ
③ベンレート（水）　④ベフラン（液）

ハダニ・カイガラムシ類 マシン油（95%）���������40倍 ・�ハダニ重点防除園では、アタックオイル
60倍を散布する。収穫前には散布しない。

●収穫
　中晩柑については、今後の収穫が始まる品種・園もあると思います。温州みかんと同様に中晩柑でも分割収穫を行い、品
質をそろえるように管理します。品種によって果皮が弱かったり、特徴のある果形のものは傷みやすい場合があるので、取
扱いに気を付けてください。

【露地びわ】
●寒害対策
　本年産は着房率が多く、果房進度はバラつきがある状況です。園地ごとに例年の被害状況を踏まえながら、万が一の事態に備
え、被害が多い園については寒害の軽減に向けた対策を行いましょう。
・防風樹で囲まれた園では冷気が停滞しないよう、防風樹の刈込みを行うなど冷気が停滞しないようにしましょう。

●病害虫防除
・開花終期～落弁期にかけて、灰斑病防除のために、スコア（顆水）4,000倍を散布してください。

果　樹（総合） 南部営農経済センター　三和営農経済店舗
川﨑　竜大

営 農 情 報
※詳しくは最寄りの支店の営農指導員へお問い合わせください。

1月
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●定植準備
【施肥基準】

肥料名 施用量（10a当たり） 備考欄
セルカ 150kg 土壌改良剤は土壌診断に基

づき、施用した方が良いで
しょう。

ほおずき1号（8－8－4） 80kg
エコロング413（14－11－13） 50kg

※前年の秋頃に堆肥を施用した方は、定植までに４回～５回耕耘を行うことが必要。
　ただし、定植直前に堆肥を施用すると白絹病の原因になるため、使用しない。
※原則として追肥は不要。葉色が極端に薄い場合のみ施用する。
・畦立ては、床幅60cm、通路80cm、高畦20cmで行う。
・乾燥に備え、かん水チューブを入れておく。

●採苗（地下茎の堀上げ）・苗の調整
【採苗時期】１月中旬～２月中旬を基本とする。
※それ以降、採苗すると発芽していることが多く、芽が折れやすくなるため、作業効率も悪くなる。
・採苗後の保管する場合は飼料袋等に入れ乾燥させないようにする。

【苗の調整方法】
・�地下茎は病害虫被害のない白い地

下茎を選別し、丈夫な芽があるもの
を5 ～ 10cm程度に切りそろえる

・�調整した苗は消毒し、軽く風乾させ
る。（※発芽不良になるため、乾燥
はさせない。）

●定植「縦植え法」（穴あきマルチ）
【時　　　期】	 １月中旬から２月下旬（※ハウス栽培を行う方は２月中旬から３月上旬）
【マルチ被覆】	 十分にかん水してマルチ（黒マルチ等）を被覆する。
【定 植 間 隔】	 条間30cm　　株間15cm
【定 植 方 法】	 苗の上下に注意しながらマルチ穴に縦に挿しこみ、芽が隠れる程度に浅く覆土する。
※深植えをすると発芽がバラつき、生育が不揃いになるため、植穴も深くなりすぎないように注意する。
※�穴なしマルチを使用する場合は、定植後に被覆する。また、３月中旬頃から芽がマルチを押し上げるのでカッターや針金

等でマルチを開ける。
●定植後の栽培管理として

【か　ん　水】	� 生育初期に水不足であれば十分にかん水する。なお、うね間かん水を行う場合は水に長時間浸からないよう
に注意する。（根痛みの原因になる。）

	 生育途中でも乾燥が続くようであればかん水を行う。
	 ※�昨年は雨天日でも短時間の降雨や降雨量が少なかったことで乾燥が続いた事例もあるため、圃場の状態と

天候は常に確認する必要がある。
【わき芽とり】	 ４月末以降からわき芽が出てくるので順次取り除く。
【支 柱 立 て】	� ５月中旬頃に茎が20cm前後になったら130cm程度の支柱を立て伸長に合わせ、20cm ～ 30cmおきにテープ

で結束する。
【下 葉 か ぎ】	 ６月上旬に下部15cm程度の下葉を取り除く（病害虫防止）
【芯　止　め】	 ７月１日以降、草丈100cm以上を確保し、頂芽を摘芯する（果実肥大促進・着色促進）
【エスレル散布】

１回目 エスレル10液剤1,000倍を動噴で散布
（500ℓ／ 10a）葉をかかずに散布できる

〈注意事項〉	・��頂部は葉を残すのでエスレルが
かからないようにする。

	 ・�日中の気温が高い時は使用を避
け、朝夕で散布を行う。	２回目 1週間ほどあけてエスレル10液剤800倍

上部の肥大した果実に散布

【葉　か　ぎ】	 日焼け防止のため、収穫直前に葉かぎをする。
【収　　　穫】	 株元より収穫し、速やかに水揚げを行う。

花　き 北部営農経済センター　琴海営農経済店舗
倉本　敬介

ほおずき栽培について
作　型 １　月 ２　月 ３　月 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月
露地栽培

※縦植えでは、最上位の芽にキズ等のない充実し
　た部分の地下茎を苗として使用する。

……定植 ……収穫
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12/28水 12/29木 12/30金 12/31土 1/1日 1/2月 1/3火 1/4水 1/5木
元旦 祝日

直 売 所
グリーンセンター 通常営業 8：30～12：00 休み　（1/6から通常営業）

太陽の郷 8：30～17：00 8：30～15：00 休み 9：00～17：00

夕陽が丘そとめ 9：00～18：00 9：00～14：00 休み 9：00～18：00

レストラン　ラ・メール
11：00～15：00 11：00～14：00 休み 11：00～15：00

16：00～18：00 休み 16：00～18：00

じげもん長与 8：00～18：00 8：00～17：00 休み 通常営業

ふれあい市時津 通常営業 8：00～15：00 休み 通常営業

ふれあい市東長崎 8：00～17：00 8：00～12：00 休み 通常営業

ふれあい市住吉 8：30～15：00 8：30～12：00 休み 通常営業

ふれあい市新大工 8：00～16：00 8：00～12：00 休み 通常営業

ふれあい市大浦 9：00～15：30 9：00～12：00 休み 通常営業

Ａコープ
横瀬店 通常営業 9：30～15：00 休み 9：30～17：00 通常営業

中浦店 通常営業 10：30～15：00 休み 10：30～17：00 通常営業

多以良店 通常営業 10：30～15：00 休み 10：30～17：00 通常営業

雪浦店 通常営業 9：30～15：00 休み 9：30～17：00 通常営業

葬祭センター
年中無休24時間承ります

【斎場のご案内】
中央葬祭センター	 ■さくら会館時津ひなみ	 ■さくら会館三重	 ■さくら会館茂木	 ■さくら会館長与
☎ 095-881-7070	 ☎ 095-881-2400	 ☎ 095-840-1000	 ☎ 095-836-3366	 ☎ 095-840-5224
西彼葬祭センター	 ■さくら会館西彼本館	 ■さくら会館西彼やすらぎホール	 ■さくら会館大崎本館・別館
☎ 0959-28-1313	 ☎ 0959-28-0085	 ☎ 0959-28-0085	 	 ☎ 0959-34-5544

購買窓口（資材センター） 窓口に掲示します

資材センター	 資材センター窓口に掲示します

横瀬給油所 通常営業 休み 通常営業

自動車整備センター 通常営業 休み 通常営業

農機センター
北部農機センター 通常営業 休み 通常営業

南部農機センター（久留里） 通常営業 休み 通常営業

南部農機センター（茂木） 通常営業 休み 通常営業

ガスセンター
北部ガスセンター 通常営業 ※1 通常営業

中部ガスセンター 通常営業 ※1 通常営業
※１ 緊急時のみ対応します

金融店舗
金融窓口 通常営業 休み 通常営業

ATM 通常営業（8：00～21：00）  ※２ ※３

ローンセンター 休み 通常営業 休み 通常営業

移動金融店舗 通常営業 休み 通常営業
※２ 滑石ショッピングセンターATMは８：45～19：00　12/31～1/3まで９：00～19：00
※３ JA会館ATMは12/31～1/3まで休み

共済店舗
共済窓口 通常営業 休み 通常営業

事故受付センター　※４ 通常営業 休み 通常営業
※４ 休業日においてはフリーダイヤル（0120-258-931）で対応します

AGRI+ 通常営業 休み 通常営業

令和4年　年末年始の営業時間について
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総務部からのお知らせ

金融共済部からのお知らせ

期間6ヶ月
特別金利

0.100.10年年 ％％

〈税引き後 年0.079％〉

※お取扱いは個人の方のみとさせていただきます。
※キャンペーン金利の適用は初回満期日までとし、満期日以後は継続日における店頭金利を適用いたします。
※期限前解約をされる場合は、当JA所定の中途解約利率を適用いたします。
※お利息に20.315％（国税15.315％・地方税5％）の分離課税がかかります。
※本商品は、金利情勢等の変化により、期間中であっても金利を変更または取扱いを中止する場合があります。
※店頭に説明書をご用意しています。
※金利は2022年12月１日現在

さらに

期間中､新たに、
定期貯金を30万円以上（期間6ヶ月）

お預け入れいただいた方に、特別金利でお預かりします！

冬の特別金利定期貯金

期間：
2022年12月1日木 ～ 2023年２月28日火

冬のワクワク
キャンペーン

1,000万円以上（期間６ヶ月）
お預け入れいただいた方に

旬の農産物詰め合わせ
　　　　  （3,000円相当）をプレゼント

1,000万円以上（期間６ヶ月）
お預け入れいただいた方に

旬の農産物詰め合わせ
　　　　  （3,000円相当）をプレゼント

JA窓口にてお申込みいただけます。お気軽にご相談ください。

節税対策しながら
年金積立！
節税対策しながら
年金積立！
老後の備えは
国民年金＋農業者年金
老後の備えは
国民年金＋農業者年金
ポイント

1
ポイント

2

支払った保険料は
全額社会保険料控除の対象！
運用益は非課税！
そのほか生涯を通じて
様々な税制面での優遇措置がある！

ポイント

3 農業経営の状況に応じて
保険料を増額し、節税額をアップ！

●専門相談員
TEL：03-3502-3199

●企画調整室
TEL：03-3502-3942

https://www.nounen.go.jp/

独立行政法人 農業者年金基金

農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員
会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

2022.5

詳しくは… 農業者年金基金 検 索

老後生活への
備えは

十分ですか？

冬のキャンペーンはじまってます！

農業者年金のお知らせ



14ひなた2023

金融共済部からのお知らせ

【お問い合わせ】
〒850-0032　長崎県長崎市興善町 6-7
長崎西彼農業協同組合　金融共済部　TEL：095-825-5606
または、お近くの JA窓口までお問い合わせください。

年金共済は積立の一つの選択肢
♪



15 ひなた2023

営農経済部からのお知らせ大村で開催！



お正月まで飾れるアレンジ作り体験お正月まで飾れるアレンジ作り体験

　東長崎支店で、「お正月まで飾れるアレンジ作り体験」が開催
されました。
　生産者である冨永加代美さん主催で、冨永さんが自分で育て
ている綿や木の実を用いて、クリスマスや正月に飾ることがで
きるアレンジメント作りを行いました。
　参加した人は、「お手本とは違うが、自分が満足のいくアレン
ジ作りが出来た。今日は参加できて楽しかった」と話しました。

理 事 会 報 告 令和４年度　第８回定例理事会　令和４年11月25日

■付議事項
第１号議案	 �有価証券の減損処理基準の制定に関する件
第２号議案	 �有価証券等の保有目的区分要領の一部

改訂に関する件
第３号議案	 �施設・業務再編の長期構想の進め方について
第４号議案	 �総代の任期満了に伴う改選について
第５号議案	 �びわ荷受検査ライン設備導入（固定資

産取得）について
� ※可決承認された。

■報告事項
１	 第７回内部監査の結果について
２	 �組織的に影響のある不備事項に該当する指摘の取
り纏め結果報告について（第２四半期）

３	 第６次中期経営計画進捗状況報告について
４	 令和４年度下期対策及び決算見込みについて
５	 令和４年９月末場所別部門別損益実績について
６	 金融共済窓口の営業時間見直しについて
７	 営農指導員サポーター制度について
８	 ㈱外海久栄９月末財務報告書について
９	 �令和３年度再発防止策取組状況報告（R04．９月
分）について

10	 �令和４年度コンプライアンス・プログラム進捗状
況およびクロスチェック（Ｒ４上期）結果報告に
ついて

11	 令和４年10月末事業実績報告について

令和４年12月19日発行

発 行 /	 長崎西彼農業協同組合  事業戦略室
	 〒 850-0032　長崎市興善町 6 番 7 号
	 TEL 095-825-5600　FAX 095-825-5611
	 ホームページ　https://ja-nagasakiseihi.or.jp
印 刷 /	 ㈲正文社印刷所
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　2022 年を振り返ると人事異動で職場環境が
変わったり、いろんな方に取材させていただ
いたり、濃い１年でした。悩んだりすること
も勿論ありましたが、凄く楽しかったです。
2023 年も自分らしく、自分も周りも楽しい１

年にできたらいいなと思っ
ております。今年もよろし
くお願いいたします！
� 長與　海帆

編 集 後 記


